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＝ あなたとまちのコ ミュニケ ー ショ ン情報紙

朝
齢

郷
土

芸
能
文
化
祭

わ

ー
．

田
植
え
祝
い
唄
（
大
家
庄
小
学
校
）

p

・
平

柳

獅

子

舞
（平柳神楽会）

臣

・

町

南
保
獅
子
舞
（町南保経会〉

総

鰭

・
か
べ
ね
り
唄
（笹川

一見
会）

園

・
宮

崎

稚

児

舞

（宮崎地区）

J
G

・
藤

塚

獅

子

舞
（
麗
塚
獅
子
舞
保

・

境

舞

通
郷
土
芸

・
辻
岩
崎
米
吊
り
（辻岩崎
米吊

H

・

殿

様

節

f

境
成
年
会

・
草

野

獅

子

舞
（官与野
青
年
会
）

め 広報あ8ひは資源｛械のため再生紙を使用しています
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地
域
活
性
他
の
総
合
イ
ベ
ン
ト
『
ふ
る
さ

と
み
ら
い
目
・
朝
日
」
を
開
催
。

m月
四
日

か
ら
日
月
悶
日
ま
で
の
期
間
中
、
展
覧
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
夜
な
べ
談
義
、
道
中
大
行

列
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

ふ
る
さ
と
朝
日
町
の
未
来
を
考
え
る
と
と
も

に
、
こ
の
問
に
住
む
誇
り
と
楽
し
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

J.-.... 

3乙d念式典・基調講演・シンポジウム
10月29臼、コミュニテ ィホール「アゼリアJで、JCNHJ< 

アナウンサ一生方＂$ .氏によるFやはりふるさ とがいいJと

泌する講演や「呼ぴ戻そう宿場のにぎわい』をテーマにした

シンポジウムを附催。約350人の町民が参加しました。

’ν
 

．，J
 

一フ

3000人の大運動会

町最大の体育イベント、第24田町民体育祭

が10月23日、文化体育センターグランドで開

催されました。 3年振りのこの体育祭には、

町民約初日日人が参加。問内10地区が、秋空の

下、 15種目に熱戦を展開、大家庄地区が慣勝

者E果たしました。

そしてみんなの突飢が

一 ー
がい、1:1m、ハッスルプレー とさわやかなiF. 
剣山、た紋の ・lI 。

ふ
る
さ
と
を
描
く

ω人
展

ふ
る
さ
と
夫
術
館
で
川
川
訪
け
か
ら
け

川
口
付
ま
で
「
ふ
る
さ
と
を
怖
く
川
人
以
」
、

「制
U
町
械
史
泌
」
を
州
似
。
川以
内
の
第
・

線
で
活
躍
す
る
作
家
に
よ
る
側
U
川
の
向

然
や
風
物
を
揃

い
た
作
品
幻
山
…
及
び
絵
同
・

卜

H
L
X
Nな
ど
が
泌
ぶ
さ
れ
ま
し
た
。

｜ 宿場時代絵巻 ｜ 
111 I 3 I 1、1:1:ikのため「サン 1）ーナ」で

1i"われたili.『J1大Ir抑l「宿場II年代絵巻J。i[Ii 
怖祁を！$じさせる150人の行者I）とパフォーマ

ンえが＇1000人の鋭海を魅 fしました。

夜なべ談義
雄！，！.＇.公 lidにあるIIけ111・.家てみ10))29II Iこ行

われた伎な・べ談義。測を酌み交わしながら、

行併の人たらが町長らと側Iの未米について

”！？り ｛＇；－いました。

.. 圃

m似
W
Fぜ

川
月
白
日
か
3
泊
固
ま
で
、「サ

ン
リ
｜
ナ
」
で
開
か
れ
た
「
あ
さ

ひ
民
俗
資
料
展
』
。
先
人
の
生
活
様

式
を
し
の
ぶ
農
業
や
漁
業
、
商
業

コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
約
3
0
0種
類

の
民
具
を
展
示
。
連
日
、
多
く
の

町
民
が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

-



厄
醤
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＠ー~＠画局
大いに語る

110130匝孟孟函
作家、畑正憲氏を迎えた講演会

を10月30日、コミュ二ティホール

rアゼリアJで開催。”ムツゴロウ”

の愛称で知られる畑氏のユーモア

あふれる講演に、ホール超満員の

聴衆が熱心に聴き入りました。

~ G=J ~ 
自尽ヨ呂JJ

朝
日
町
民

健
康
の
つ
ど
い

「見て、聴いて、食べて、飲んで、貰って楽しい」あさ

ひまち産業フェアが11月13日、町道泊被町線のさみ

さと小学校周辺で行われました。雨模棟の天気にも

かかわらず、大勢の人たちが参加。 40メートル分の

ジャンボのり巷き作りやリンゴの皮むき競争などの

告種ゲームのほか、木工教室や出店コーナーも人気

を集めました。

秋農・林・漁・商

工業が一堂に

鍾開
一

「
朝
日
町
民
健
康
の
っ
と

収

一
い
」
を
日
月
四
目
、
「
サ
ン
リ

肘
一
l
ナ
」
で
開
催
。

N
H
K番

昌也
一
組
「
健
康
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
な
ど

の

一
の
収
録
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

K
一
会
場
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

M
一
よ
る
健
康
度
診
断
や
体
力
測

l
L
定
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら

れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
健
康

在
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
ピ
ー
チ
ポ

ー
ル
大
会
や
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
演

奏
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
会
場
に
は
こ

の
目
、
約
3
0
0
0人
の
町
民
の
皆

さ
ん
が
集
い
ま
し
た
。

-

体函司r

a

’F

峨
J
J

↓

ク

／

附
V
N
J

4a

，vJI
！

a

・・・・・圃
副’同U

A
H

ン

／－

r
d
邑副

幽
圃
・
胆

大

先

mu

出

，
／

d
周

司

犠

別

庄

A

〆
／

駈曹、

脳
川
口

d
f

d
曹司

段

級

よ

也

の
し
と

， 

b
bF、
組

問

ぬ
組
宮
山

也
司
1
司
曹司
U
M
U

血
圃
・
司

郎

州
・
机

必見

当
日
の
会
場
の
模
総
は
ロ
月
刊
日
（
金
）
総
合
テ
レ
ビ

午
前

8
・
・
お

1
9
・
・
却
に
政
送
さ
れ
る
予
定
で
す

｛健
康
エ
セ
イ
は
l
H
6
H
刷
〈
・
り
し
の
リ
ン
咋

l
ナ
ル
で
紋
送
予
定
）

1118 



平成5年度の決算ガまとまりまレ

定。町政は、皆さんからの税金や固か

らの地方受付税等を財源、として運営

されています。ここでは一般会計を

中山lこ図表であらましを紹介します。

平 成 5 
年 度

・．

品；平 成 6 年 度

中回財｜政状 況

．．．．． ， J’ ー ‘・，....－－－ 一一一一司・E E・・ ・・・・v ， ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

・・・E 1 1•••1 ，..－ーー、 I - －－－－ーに_Jo’f 胃 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

・・・・・三＼ 可~ lllP1丈 11't ·J~二E

｜歳｜入IIBB億6,666万円｜｜歳｜出IIB4億4,665元町

町税の負担状況（町民1人当り）

£ 
固定資産税

級入金
-・ 4・2,800万円

(4.8%) 

分短盆及び負担金
2~・1,219万円

(2.4%) 
繊鍾盆
2・654万円

(2.3%) 
路収入ほか

4・791万円
(4.6%) 

地方際与税lilカ、
2傭8,648万円（3.3%)

町税
19傭6,767万円

(22.2%) 
地方交付税
24億2,266万円

(27.3%) 

一般会計

教育’E
29傭2,034万円

(34.6%) 

E組会賞
11恵3,531万円

(1.6%) 
商工員
11恵5,012万円

( 1.8%) 

消防費
Hl8,026万円

(2.1%) 

7億3,341万円 （33.5%)

5憧3,714万円（42.0%)

滑8,974万円喧i:IJI
｜縁出i

(22.9%) 竺主主

1傭8,743万円 （52.3何） 医会部~＝：：諮~~

ヰキ

条
例
に
よ
り
、
町
の
財
政
状
況
を
A
l
年
に
2
由
、
町
民
の
み

な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
巳
な
っ
て
い
ま
す
。
今
月
号
で

は
、
平
成

6
年
9
月
初
日
現
在
に
お
け
る
平
成

6
年
度
予
算
の

執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

’灼
ト

bv

A
U
 

9 8 7 6 5 4 3 2 。。4 5 8 9 10 

聖堂湾費地方支同盟 30・8,071万円 （49.5%)

支出済相 ｜支出半

31怠8,272JJl1l 32.5'?o 

8f.0'. l?:!Jjl I <12.1°0 

2, ():!2 )jl -] ~ 4. 09-o 

1,6 lおhiI 38.9°0 

2,55JJjPJ 63.」00

llJ}jl'J 25.9°6 

：~2 Jjl11 I 41.6°0 

5・9,981万円 （31.5%)

9・9,187万円 （49.2%)

10傭2,362万円（43.6%)

（グラフの数値は予算額とそれに対する執行率（%）；を表してあります）

20値円 （76.0%)

民生費

総理署費

’E神水
産量臣賞

衛生貨

一般会計

税

債

国・県
支出金

諸収入

縁組金

II入盆

分短盆

負担盆

その他

町

町

編
柄
凶
税
附

号
③町四

-

内幸
越

しら問：

t
Q入 湯 税

562円

盆 2

その他
800円

軽自動車税

1.329円

歳入 歳 出 差 う｜

匝i 保 1孟~ 118, n1 I 105,065 l 13,712 
ーーー←押ーー

老人保健医療会計 180,706 178,392 2,314 

一
診 療 所 会 計 6,724 5,707 1,017 

一
簡易水道会計 」，21-l 4 ,023 191 

闘地取得会計 6,077 6,077 。
問 * ~ 言十 -194 401 93 

奨 学 資金会計 78 17 

(Jill]) 
言十

A
Q

一
A別特

6・4,838万円（98.9%)

歳

f 算額

I I（.な7'921 )j円

I !Jm; -157 JJrG 

5, 982 hiよl

・I, l (i.J JJI' I 
・1.021JJPJ 

-128 )j円

77 Jil吋

入 ｜ 歳

収入済額 ｜収入2ド ｜ 子 s;i： 細

川M,009hlLJ I ・IO.i0o I llf.~： i ,92 1 Jj.!.'.l 
1ms,1Hi4 JJI J I :rn. <i0o I 19舷 －157Jjl1f 

2,681Jir-1 I <l11.s0'o I 5，凶 2Jjl1f 

l ,380JJI I I 3:l.1°o I 」， l<i・IJjl I I 

1,-163万111 :rn.1°0 ・ 1,021h111 

298万円 i 69.6°0 一一 lお }jllf

-12JJl'l ~ 1.:>00 77Jiil「「

10傭6,675万円（8.8%)

14傭9,800万円（0.0%)

181380万円 （53.2%)

3億6,729万円 （42.0%)

直亙

匿量測3:g29方向

A 
A，、

18 16 I 20 

}jlj 

企業会計 歳入 1 歳出
（あさひ総合病院） 子算額 ｜ 収入浴額 I~x人事 予算額 ｜ 支出荷額 ｜支出来

収益的収支 2~ {Q::3 '-105万円 11 {.?:'. 745 Jill] 45. 5°0 21 {f>'.3. IOS )jflf 1 I l億2,I五0Jil'I -t6.2°o 

資本的収支
－，ー

I i志G,189 Jil1f I 6, 177 JjlLJ 37 .5°o 8, 117 Jjドl I. 016 Jil1J 12.1°o 

2sm1 .s22J:;111 11m1.1611J円 11. 1°0 25億9,891Jjl'J ' llf.~8.627 )j川 』5.6°0

歳入 歳 出 差

収説的収支 221,247 231 ,877 ム10,630

資本的収支 8,462 17 ,2112 ム 8,780

229,709 249, 119 ム19,4'1()

()jl’J) 
企業会計（あさひ総合病院）

町債の状況（目的別）
区分金 制 ｜州事院分 金 額 構成比

般会 計 -15！意7,605 )j川 以i.2 災古従 旧債 5, 20..J Ji円 I .0°o 

臨時障措~·＇＂＇~1 1 • . 2°0 1 …情 2f怠I,730 Jjp.J -1. I 0o 
一一一社会福祉偵 5,91l6Jjfl l.1°0 その他4]~ 業情 4 '2~2 JJl'l 0.7% 

一一
保育所債 8,167JJl1 l.5°oその 他会計 7億2,955万川 13.8% 

農林水j盛業債 ：H止5,970Jjl1 G . 8~o iJI 附 i診療所 l,!47Ji円 0.2% 

土木 償」｛意7,117Jjjl 8.9°0 附i幼水道 4,5767jffJ 0.9% 

公営 住宅 街 4億7,7」2JJl11 ~） .0°o 用地先行取得 2' J,17万円 0. _, o,o 

i出 防 i京 4' 205）叶0.8°0 あさひ総合病院 6｛~5,085 万円 12. 390 
教 資 償 23f忠3,795Jjl ιトI.I 0o メ，＿，入 J十 53f~ 560万円 100. 0°1; .. ・
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「
人
選
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
と
き
は

ぷ
H
・↑
U
ーい
っ
て
何
か
の
間
違
い

で
は
と
忠

つ

＠

郎
釘
駅
キ
くん

＠
 

＠
 境

の
白
金
利
彦
・

薫
夫
妻

の
長
男

（
平
成

5
年
6
月
日
日
生
）

G)@J@ 
長
井
沙
織
ち
ゃ
ん

笹
川
の
長
井

一
浩

・
智
子

夫
妻
の
長
女

（
平
成

5
年
白
月
四
日
生
）

ス

パスケを愛するヤンク、集団

、胆圃圃圃．． キ、田・・・圃．タ

た
く
ら
い：

。
た
た
、
時
川
が
経
つ
に
つ

れ
、
山
本
肢
を
は
じ
め
私
の
支
え
に
な

っ
て

い
た
だ
い
た
方
々
に
少
し
は
ご
恩
返
し
で

き
た
か
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

昨
年
の
光
風
会
犯
励
抗
に
続
き
、
人
，
作
ー

の

河
川
M
m
L

作
州
の
却
で
比
七
初
人
選
。

「山
火
力
が
な
い
の
に
ヤ
泌
が
慣
な

っ
た
だ

け
」
と
言
う
も
の
の
、
住
吉
さ
ん
は
版
画

を
始
め
て
か
ら
わ
ず
か
＋
年
、

ニ
皮
自
の

挑
戦
で
円
展
人
選
を
来
た
し
ま
し
た
。

－K’・
へ

は

え

札

と

酌

む
・，
け
A
T

『
、
」
札
も
は
山
初
汗
治
丸
小
し
や
殿
村
山
ん

掛
光
州
の
お
か
げ
」
と
ぺ
う
よ
う
に
、
そ

の
出
発
点
は
、
川
教
宵
委
民
会
五
併
の
版

同
教
室
。
「
全
く
の
素
人
だ

っ
た
」
と
い
う

住
吉
さ
ん
は
、
ょ
の
教
室
を
機
に
版
両
の

川
一
界
へ

と
入
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

『沢
杉
凶
作h

』
と
起
し
た
今
川
の

入
選

作
は
、
梢
出
か
ら
ド
絵
、
彫
り
、
そ
し
て

刷
リ
ま
で
に
六
か
け
を
伎
や
し
た
労
作
。

「
従
米
の
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
み

た
」
と
い
う
新
し
い
成
み
の
作
品
で
す
。

「
作
品
が
で
き
る
ま
で
は
ス
ト
レ
ス
、

ジ

レ
ン

マ
と
の
戦
い

で
す
。
で
も
、
以
近
よ

う
や
く

H

精
進
々
と
い
う

一日
来
が
絵
を
梢

く
こ
と
だ
け
で
な
く
、
人
へ
の
感
謝
、
そ

し
て
謙
虚
な
姿
勢
で
あ
る
、
」
と
が
わ
か
リ

か
け
て
き
ま
し
た
」
と
却
す
位
占
さ
ん
。

『
什
身
の
ト
ボ
熟
さ
は
本
人
が

．
都合知

っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
ら
う
－

J

段
、
ゼ

ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
基
本
を
身
に
付
け
、

さ
ら
に
い
ろ
ん
な
併
界
を
描
い
て
い
き
た

い」

と
夢
を
語
り
ま
す
。

物

ぞう

二二さん(75)

ひこ

水鳥彦 、
ミネコ さん（72)

境

｜
｜
結
婚
さ
れ
た
の
は
？

彦
三

昭
如
何
十
九
年
の
．
月
十
八
日

で
す
。
顔
む
名
前
も
知
ら
な
い
ま
ま
、

母
親
の
納
め
で
結
婚
。
と
は
い

え、

J
A
の
川

H
後
に
は
ど
を
伐
し
、
中
E

時

働
さ
に
山
て
い
た
一
れ
川
山

へ
ぼ
り
ま

し
た
。
お
徐
に

一
皮
州
郷
し
て
か
ら

次
に
米
た
の
が
止
月
の

一
円
。
し
か

し
、
そ
の
日
の
夕
方
に
召
集
令
状
が

川
き
、
翌
．
．
 

H
に
山
駅
か
ら
仙

れ
の
述
隊
へ
向
か
い
ま
し
た
。

ミ

ネ

コ

紡
防
し
た
と
い

っ
て

。、面
4
・－
，

も
ト大
は
不
介
。
姑
さ
ん
の
も
と

へ
線
い
だ
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。

で
も
、
私
だ
け
で
な
く
村
中
が

そ
ん
な
状
態
。
そ
れ
が
九
た
リ

的
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
ね
。

ーー
ー
五
十
年
間
の
恩
い
出
は
？

彦

三

戦

後

ら
発
電
所
関
係
の

仕
取
な
ど
で
、
六
十
五
政
ま
で

米
政
と
削
れ
て
の
午
前
。
A
K
M
m

,, 

しグ）.；：

忍 さん（22歳・上道下）

一一マクセル北陸精署骨一一

ミ誉議

田μ
士
口

庭 園

と
い
っ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
の
が
正

士
帆
な
気
持
ち
で
す
ね
。

ミ
ネ
コ

四
人
の
子
供
に
自
分
た
ち

ると自負しています。 ； 

また、ターキーズでは、パ ：

．スケ γ トボールだけでなく、 : 

：いろんな「打楽しみ会」 を数 ；

；多く開催しているも自慢？の ：

j一つ。飲み会やバーベキュー ；

をはじめ、忘年会（ほとんど 1
内容はll:ilじり のほか、 12月 i

jにはスキーyアーも行う予定 ；

．にしています。 I 

とにかく 、裂 しく 仲がいい 0

．のがターキーズの面々 。パス ！

ケットボールが好きな人、し

てみたい人なら引火を問わず ：

いつでも大歓迎です。ぜひ ーi 

l主、練潤Uにff1；：・：；校の体育舵 j

に顔を山してみてください。 ！ 

パスケ y トボールで、いつ ：

しょ にL叫、i干をjなしてみませ B

：んか。メンバ一一同、心から ；

お待ちしています。 ' 

｛ ちわっす、タ ーキーズです。

j私たちターキーズ｛ま、昨年の

l 6 JH二誕生したばかリの初々

: しいチームです。パスケ y ト

！ボールをこよ主〈愛する人間

！が寄り集ま ってチームを結成、

! 「楽しくやろ うぜ」をモ ット

iーに、手IJ気あいあいの活動を

j行っています。

! メンバーは現在のと ころ男

!R.あわせて15名弱。20歳から

l rn:& iでのヤングが中心で、

！ほとんどがパスケ y トボール

！の経験者で、fiJ1がいいのがチ

；ームのセールスポイントです。

！ 林間は週に 21111。n眼目と

！木11/ilLIの夜、；白尚校の体育館

jに集まリ、ゲーム形式の練習

！を中心にれっています。実力

；はまだ未知数ですが、チーム

iの雰副知立ト γプレベルであ
I. 

の
よ
う
な
苦
労
を
さ
せ
た
く
な
い
と

の
．
念
で
、
失
も
私
も
が
ん
ば
っ
て

き
ま
し
た
。
ル仏
け
のげ叶
川
を

J
e

け
っ
て
も
代

々
あ
り
ま
せ
ん
が
、
A
t
の
人
た
ち
は

本
山1
に
幸
せ
だ
と
忠
い
ま
す
。

ー

ー
お
二
人
の
今
後
の
夢
は
？

彦
三

ま
ず
は
健
版
。
長
い

間
、
山
本

を

q
け
て
い
た
分
、
川
内
の
お
役
に

し札
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ネ
コ
九
人
の
係
の
成
長
、
そ
し

て
老
人
ク
ラ
ブ
の
旅
行
な
ど
を
栄
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

夢
A
m

コ3
ル
に
ふ
ユ

3
ト

村
会
人
に
な
っ
て．

一年
打
。
職
場

で
は
引
丘
、

機
協
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

や
改
善
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
機
械
い
じ
り
が

M

き
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
A
t
め
竹
市
ド

に
は
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
。

「キ
ャ
ン
デ

ィ
l
ズ
」

と
い
う
チ
l
ム
の
ミ
y
ド

フ
ィ
ル
ダ
ー
と
し
て
川
制
？
し
て
い

ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
不
本
立
な
結

巣
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
来
年
こ
そ

い
い
成
制
を
間
伐
し
た
い
と
メ
ン
バ

ー

，
川
必
り
切

っ
て
い
ま
す
。

M
さ
な
こ
と
は
、
と
こ
と
ん
や
り

た
い
性
格
。
手
は
大
き
く
、
家
を
新

築
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

木
州
か

ら
制
削
れ
た
こ
と
か
ら

ι
次
て

L、
ろ

ん
な
所
へ
旅
も
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

結
婚
は
六
十
代
の
う
ち
に
で
き
れ

即
一忽
の
タ
イ
プ
は
小
柄
な
女

’ti：は’
て、 ；
す

広
報
係
で
は

「ふ
れ
愛
こ

う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「出
て
み
た
い
」
「
出
し
て

あ
げ
た
い
』
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
宮
役
場
内
線

2
0
4）
へ
ご
一
報
を
。

.. 
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ル

小

，
戸

4
F

・

A

わ

ゆ

g
b
ν
J
 

〔
ど
ん
な
ハ
エ
？
】
（主主

M
Z
ん
「
う
ち
の
ハ

L

ボ
ポ
ゃ
ぎ
し

い

ャ4
V

」

保
母

「
え

っ
、
ど
う
し
て
つ
」

阿
佐Z
ん
「
だ
っ
て
、
あ
つ
ら
行
け
っ
て

い
っ
た
ら
、
あ
つ
ら
へ
行
っ
て

し
三
う
か
ら
」

保
母
『
じ
ゃ
、
保
育
所
の
ハ

L
U
つ
」

何
ちゃん
「
お
茶
わ
ん
の
よ
に
の
っ
て
る

か
ら
食
い
し
ん
坊
や
わ：・
』

〔
風
と
遊
ん
だ
よ
〕
（4
震）

企呼夏(17)

κ〈
ん
「
あ
の
、
糸
、
風
吉
、
ん
が
呼
ん
だ

よ
、
ボ
ク
と
遊
ぼ
う
っ
て
．
一

緒
に
登
り
格
ま
で
行
っ
た
ん
．

風
♂
ん
、
押
し
て
く
れ
た
が
、

ボ
ク
の
体
．
そ
し
た
ら
よ
ま
で

登
れ
た
。
う
れ
し
か
っ
た
：
・
．

そ
し
た
ら
風
ぎ
ん
リ
鳥
♂
ん
に

変
身
し
て
、

一
一緒
に
ど
こ
か
へ

留置

ケンパ遊び（山簡保育所）

企堂本光一US)

と
ん
で
っ
た

l
」

プー I）、／

税関書受ι ’ヤ

〔
だ
れ
の
お
嫁
さ
ん
巴

な
ろ
う
か
な
Y
A
Z

（
最
近
乏
で
パ
パ

の
お
嫁
昔
、
ん
に
な

り
た
い
と
奪

っ
て
い
た

A
ら
ゃ
ん
と

．、．、
，，
，
，
 

マ
マ
の
会
結
）

企ヒーターラビット｛？｝

Dι~~~eυ： 

~：~：牝！
~：：.~：＼·~~ ~！ ，~／！ 
Tい~）.｛；

A匿名菜子（？）

A
ちゃん
「
マ
マ
は
お
城
昔
、
ん
に
は
り
た

い
ワ
」

マ
マ
『
も
う
な
っ
た
」

A
ち
ゃん
「
じ
ゃ
、
写
臭
み
せ
て
！
」

A
E
ん
「
も
う
マ
マ
、
お
嫁
吉
、
ん
に
な

っ
た
ん

や
っ
て
」（
と
パ
パ
に
告

げ
口
）

「
マ
マ
は
パ
パ
の
お
按
昔
、
ん
に

な
っ
た
ん
だ
」

A
ちゃん
「
じ
で
私
、
だ
れ
の
お
嫁
ぎ

ん
に
は
ろ
う
か
は
っ
・」

パ
パ
「
持
き
に
す
れ
ば
：・』（
と
複
雑

な
頗
に
）

．、．
、

ノ

ノ

.A.PM3：・00(1()

広
報
ク
イ
ズ
＠

〔

問

題

）

①
平
成
5
年
度
の
町
の
決
算
で
、
議

人
の
う
ち

．
書
多
か

っ
た
の
は
？

＠
町
鋭

⑮
地
庁
交
付
税

⑥
町
仙

②
米
年
（
ヂ
此
7
午
｝
は
な
に
年
？

＠

い
ぬ
年

⑮
と
り
午

＠

い
の
し

し
年

③
「
町
長
の
ひ
と
リ
ご
と
」
は
、
今

川
け
で一油
口
川
川
け
に
な
っ
た
？
・

色
刷
川

⑮

m
M

O
m一川

（
応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
符
え
の
記
分
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
いAH
い
て
は
川
は
け
（当

日
市
印
ト
引
効
｝
ま
で
役
場
総
扮
泌
俗

品川
山
部
係
（
一T
m
i
肝
側
川
町
溢
ド

1
1
3

3
）
へ
込

っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
3
人
に
例
市
山
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
前
凶
の
れ
選
者
は
、
マ

リ
モ
さ
ん
、

T

A
I
Y
A
K
－
さ
ん、

D
r
・
T
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

A金周克朗(I’l.a. C. SO l 

先日、町の海外派遣交涜事業

『新世紀の翼」てともに韓国へ

行ってきた皆さんにお集まりり

ただき、りろりろと話をする機

会を設けました。 r百聞は一見

に品かず』 と言うように、私も

含め、 ほとんどの人が日本と違

う 、異国w を肌て感じてきたよ

うてす。

ところで現在、さみさと小学

校にイソドネジア enリ島）の

ウブド第一小学校の児童がかり

た絵が展示してあります。四季

のはっきりした日本と違り、赤

道近くの気候風土によるもので

しょうか、明るu色づかりの絵

が目立ちます。私自身、この秋

にインドネジアを訪れ、同枝の

子供たちに会ってきました。通

訳を通して会話してりるため、

意思の疎通にもどかしさも感じ

ましたが、 絵を遇して、さみさ

との子供たちも伺かを感じてく

れたらと頼ってります。

さて、先のrbかしゃち国体」

て、わが町の上島恵子さんが見

事、卓球成年女子2部団体て準

優勝されました。心からお祝り

申し上げるとともに、富山県て

開催される2000年国体ての県民、

町民の活躍に期待したりと思り

ます。

この f町長のひとりごとJが

今回て100回目とのこと。われ

ながらよく紙日たものだと思う

と同時に、継続するとりう乙と

の難しさ、大切さを改めて感じ

てります。 (11月17日記）

田町



書術の紋満喫第
何
回

朝
日

節
目
州
制

U
町
芙
術
展
が
け
月
3

H
か
ら
6
U
ま
で
の
4
日
間
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ホ
l
ル
「
ア
ゼ
リ
ア
」
を

会
場
に
附
か
れ
ま
し
た
。

芸
術
展
に
は
、
今
凶
む
一
日
川
校
生
か

ら
的
滋
代
ま
で
の
幅
広
い
年
代
府
か

ら
絵
州
や
刀
、
彫
刻

・
仁
去
、
万
六

の
4
つ
め
部
門
に
白
山
…
の
力
作
が
寄

せ
ら
れ
、
会
問
中
は
述
日
、
多
く

第17田町民駅伝競走大会

提言きつ抱〈
11月13日に行われた町民駅伝競走大

会。舎年も39チームの選手ガ午前竹時

にJR越申宮崎駅前をスタート。だす

きをつなぎなガら6区間、 19.61<mのコ

ースを走りましだ。

医療の現場から

力日b'~ 

藤議

｜司IJt震
眼 目 良

宣科

田了

術

展

差
ブマ

の
町
民
の
皆
さ
ん
が
鑑
賞
に
一
訪
れ
て

い
ま
し
た
。

〔
審
査
員
講
評
〕

〈絵
画
〉

こ
こ
し
ば
ら
く
山
川
点

数
が
は
ぽ
決
ま

っ
て
き
た
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。

町
川
脱
が
定
託
し
て
き
た

、
」
と
の
U
M
び
と
、

H

－sI
K
I
L
こ
伏
｝

’－r
f
a
a点
島

。
‘
J

．，，
A
d
a

咽，．，
L

，．EJ

組
む
万
が
．
た
に
剛
山
す
、
』
と
の
願
い
と

が
い
父
附
す
る
。

（
松
計
附
川
）

マ
総
A
H
成
紛

・
地
区
刈
抗
の
部
1
位
ト八
家
陀
体
協

A
（

ω分
間
抄）

2
佐
山
崎
体
協

A
（

η
分
幻
秒
）
3
枝
川
二
区
体

協
A
（
九
分
泌
秒
）

－
ク
ラ
ブ
刈
抗
の
m
l
仇
判
川
中
時

卜し
部
羽
子
A

（
祁
分
0
秒）

2
伏

判
日
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
m
m
n
f

A
（
刊
分
間
抄
）

1
代
判
H
小
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
却
m
N
ι
J
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白内障手術の進歩
10月からあさひ総合病院iこ勤

務しております。よろしくお願

りりたします。

この病院に来て感じるのは、

白内障の患者さんが非常に多り

ことです。白内障は、自の中に

あるレンズ状の水晶体が混濁し

てくるものて‘病気とりうより

老化現象のーってす。 tこの治療

には、点眼薬によるものと手衛

治癒がありますが、ここ数年の

手術の進歩は目覚ましく、全世

界の眼科医によって多くの政良

がなされてきました。

現在の白内障手術は超音波乳

化吸引法とけって濁った水晶体

を超音波で吸引し、狭｛］切開部

より眼内レンズを移植するとり

う方法が主慌てす。これによっ

て、術後早期から良好な視力を

得ることがてきるようになりま

した。そして、手術の対象と怠

る患者さんも、普通の日常生活

には支障はなりものの‘細かり

文字を読んだりも遠くの人の顔

を見る時に困るとりう人‘運転

免許の更新がてきなり人などに

拡大してきました。当震ても10

月からこの方法を半数以上の患

者さん！こ行日、大学病院と変わ

らなり状態になりまじた。

確かに自の手術とりうと伺か

怖りイメージがあり、手術を受

けようかどうか迷ってりる方が

大勢おられると思りますが、ど

うぞお気軽にご相談くださり。
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一
水

加

奈

チ

…
藤

希

…
松

一
本

巧

述

一
勝

希

一
大

め
ぐ
み

…
山

芳

明

一
様

A
I

…
九

松

緑

λ
i

l

－－
4

一
一

割

恋

…
建

一拍－

h
（フ
名
）
一

徹
一

日
川

川

げ

ト
ト
じ

一

大

・

一

九

…
荒

川

子

…

小

林

芳

一
一

山

紀

千

二

折

睦

広

…
竹

内

淳

…
亀

樹

理

嶋

裕

一

一

竹

内

希

一
信
一

和
蕗
乃

…
氷

i川
J
斗

一
竹

内

豊

一
長

良

ハ

溢

一
折

国
岡
（日名
二

一
，

』

ト
ト
ト
」
．
長

井

優

子

…
岡

王

家

…
勝

良
川
刊
イ

…
涼

松

嗣

博

…

久

野

本

初

美

…
上

利

洋

…

山

川

一

英

一
野

村

昨

…
野

匠

一

…
「U
川
叶
川
判
叶
J
」
一ル
f

崎

裕

子

一泊

一

区

（
却
さ

一
…
ー

一

孝

幸

…
日

，
．

ιト
ト
」

一
立

野

・一夫

…
脇

つ

む

ぎ

越

政

也
…

u
i川
副
ト
i
川
川
〕

一白

二

茎

（臼名）

一

f

直

美

…
坂

並

須

加

一
日

c
－
ιぃ

ド
じ

寿

記

…
藤

武

焼

…
大

和

＃

…
下

此

実

一
一

明

訂

加

県

…
L
L

裕

子

…
高

光

一
場

党

・

平

社

宏

…
高

美

…
萩

健

…
一

千

布

美

恵

．
松

有 !IE

孝
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山
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制塩概 i尺 Lll

ん 、

’LI 

任’

坂木！許；

野島川

仁 知

原島

友

長日

J 1 I 

小イ＝i山森

五雌鍋石門

代

…

角

秀

一
中

英

…
鍋

亙
什
…
お

二

一
堀

剛

…

本

溢

…
木・

一

府

安

比

（詑
名
）

宏

…
大
久
保

規

…
杉

本

恵

…
石

橋

…

坂

川

也

川

県
土
美
化
の
分
肝
で
ぶ
彩
を

・
前

川

受
け
た
舟
川
新
桜
時点
木
保
存
会

一
一
柳
津

は
、
舟
川
新
町
内
の
全
住
民
が

・
前

川

E
i。
H
H
一引

ο・
rに
こ

I
n
n
－

－
以

本

ノ一－
i

H

f

f
リ

d
f
r
l
，e
ι
f－t
l
ip

－

T

，

米
、
舟
川
犯
の
似
枚
上小
を
町
内

ん
加

納

外
に
知
ら
れ
る

般

の

名

所

に

台

一

麿

川

て
上
げ
る

一
方
、
そ
の
保
護

・

一
西

品

川
れ
即
に
以
内
h

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
州

向

一
色

E
A
一

－

ム
H
H

fkμ

一
町

村

野

村

康

禅

ミ

i

’’！

川叩
玄

一
吉

野

一
大

井

大

井
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理

絵

…
佃

正

英

…
越

正

和

…
近

賢

↑

…
川

め
ぐ
み

一
長

尚

人

…
米

学

…一
U

呆

（叩名）

一
…
「

1

4
1
1
11
1」
二
百

h
r
H

政

磯

…
谷

良

彦

…
長

津

一一9

世

一
水

野

H

火

子

…
久
保
附
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舟
川
新
桜
並
木
保

存

会

（
鍋
谷
龍
一
会
長
）

、ます
県功労 表 彰

栄えある受賞
おめマ、yjご丁、

｜県教育功労表彰 ｜

犬 l丘環

名簿に名前ガ載っていなくても
「成人式」｜こは出席できます。

ー；吉小’店従ー禿

就ヴE ・ 就業~~＇；によ 1）、 f主1ilj· が’；UJ 11 

lllfにない ）jで、ご家紋がPlfI人jにfi'：ん

でいる方や、 lI JI 以降にIUf [1,Jに転入

された ｝j も、 0:u1 1 1111rの成人式に 11',J,•j•;

できます。

希望されるんは、 12Ji JS I Iまでに

数行委n会へご注総ください。

(fi8:3 = 1100 l人li~UC)ll) 
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h
札
、

J
M〆巻トー

、
希

し
の
、
小

晃

成

利

忠

弘
m

d

G

f
千
円

E
f

．佐

杏

後
政
教
職
員
と
し
て
表
杉
を

受
け
た
侍
さ
ん
｛
朝
H
中
学
校

教
諭
｝
は
、
幅
広
く
兆
一市
川
教
ぷ
り
の

桁
将
に
取
り
紺
む
と
と
も
に
、

川
1
リ
ト
・
い
”．子h

父
山
ス
必
万
七

τL

J
K
1

’tu
F

J

I

s

J

・怠

1
U
A弓
4
4
e

J
1

会
会
長
と
し
て
、
教
科
指
導
の

允
出
来
や

wγ
校
運
営
の
推
進
な
ど

に
労
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

た

づ

子
さ
ん

（
道
下

・
%
歳）

椿

... 



社会福祉
協議会だより

． 朝 日町社会福祉協議会

は、皆cんと共に地域の

福祉向上を 目指す福祉団

体です。

・場所 朝日町福祉セン

ター内

笠t83-0576

夢
・
生
き
が
い
を
再
認
識

ト与
し、きいき

朝
日
町
社
会
福
祉
大
会

第
お
州
側
口
町
社
会
福
祉
大

会
が
同
月
刊
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

募

集

E諮問l!!Jl向島笹剖：~Cllllill

ー

あ
な
た
の
声
を
県
政
に

t
県
政
モ
ニ
タ
ー

山
山
県
で
は
、
川
町
政
に
対
す

る
ご
怠
児
や
ご
変
明
記
を
、

ん仏
く

県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
聞
き
す

る
た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
，

モ
ニ
タ
ー
の
職
務

県
政
に
闘

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
川
符
し
て

い
た
だ
く
ば
か
、
川
山
政
全
般
に

わ
た

っ
て
、
徳
川
ぷ
的
な
怠
凡

・

要
叫
h

位
？
を
随
時
提
苫
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

募
集
人
員
・
任
期

印
名

・
2

年
間
（
千
以

7
年
4
円
か
ら
）

応
募
資
格

県
内
に
肘
住
す
る

くらしの情報室

Living Information 
園圃司副

ィ
ホ
ー
ル

「
ア
ゼ
リ
ア
」

か
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
に
担
満
員
、
約

5
0

0
人
が
参
加
し
た
大
会
で
は
、

社
会
組
組
に
貢
献
さ
れ
た

4
名

の
方
々
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
続
け
て
い
る
山
崎
小
学
校
児

市
会
に
表
彰
状
、
持
ぷ
銀
行
へ

の
多
制
削
託
者
問
中
h

に
感
謝
状

が
開
平
さ
れ
た
ほ
か
、
広
島
の

わ
ね
ば
あ
ち
ゃ
ん
コ
ー
ラ
ス
グ
ル

ー
プ

「
ト
ワ

・
エ
・
モ
ア
」
の

符
さ
ん
の
八
日
川
や
誠
一削
も
行
わ

れ
る
な
ど
、
参
加
者
会
民
が
歩

と
伺
き
が
い
に
つ
い
て
思
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

さミご員三コ
さき~も12月 1 日から

16日まで、歳末たすけ

あい運動ガ実施されま
す。「愛の袋Jガ届きま

したら300円以上のご

協力をお願いします。

満
別
税
以
上
の
人
で
、
県
政
に

関
心
を
お
持
ち
の
人
。
た
だ
し
、

公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職
省
、

公
務
員
及
び
県
政
モ
ニ
タ
ー
粁

験
者
は
除
き
ま
す
。

応
募
方
法

・
応
募
先

は
が
き

に
た
記
の
記
入
例
の
要
領
で
ご

泌
拶
く
だ
さ
い
。

F一司 郎｛世l l lJ＇~

i出i団団回日ロ

バ； m
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日Eコこ

『
山
政
モ
ニ
タ
ー
」
に
応
制
作
し
ま
す

ー
揖
刷
業
収
句
・
勤
務
主

2
作目押モ
ニ
タ
ー
u
料品開
の
山H
嵐山

’サ仙川
、パ
＼
モ
ニ
タ
ー

リ
J

川町政
モニ
タ
ー
応
体
内
抱
れ

A
U
山
下
山
村
叫
－

職
業
区
分

①
決
林

・
漁
業

②
砧
ぷ

・
裂
巡
米

③
心
的
［
サ

ー
ビ
ス
業

・
山
由
来

④
主
婦

③
無
職

締
切
り

一
平
成

7
年
l
川
M
u

t－

u山
印
む
幼
）

選
考
結
果

県
政
モ
ニ
タ
ー
に

た
っ
て
い
た
だ
く
人
に
は
、

3

川
下
旬
に
ご
本
人
あ
て
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
応
募
V
H

多
数
の

州場
A
H
は
、
市
町
村

・
年
総

・
職

業

・
性
別
な
ど
を
FJほ
し
て
選

考
し
ま
す
。

閉
会
せ
先

県
片
広
報
課
（
8

0
7
6
4
1
村

山
川

3
1
3
3）

で
防l

ありがとう
ーあたたかい忘

世ふう： ＠ 輔自町善意銀行

ヲ想V ( 10月11日～11月10日）

。 ：枚t.0, 林政織さんから亡

f：~ツタさんが’l:. "lj お i世話にな

ったお礼として 5万円

。山崎浜Ill消ーさんからL.:

父i-U)L良I＼さんの供養として

10万Ill

Q ：.枚紙同lll二郎さんから

亡fl｝あやさんが生。ljお｜世話に

なったお礼として 507j円

。境 水品松f固さんから

l万円

匿名さんから 2万円

た
だ
い
ま
捗
集
中
の
川
社
協
の

伐
助
会
川
叫
に
次
の
ん
q
か
ら
加
入

巾
し
込
み
が
あ
リ
ま
し
た
。

（笹
川
）
竹
内
氏
娘
、
長
作
法
治
、

竹
内
俊
宏
、
叫
体
松
つ
な
、
同
体
徐
州

f
、
泌
松
山
必
、
竹
内
ふ
じ
ゑ
、
竹

内
隆
智
、
竹
内
消
江
、
長
井
一三
郎、

竹
内
友
明
、
長
介
俊
美
江
（
泊

一
区
）
均
的
榊
昨
城
、
宮
崎
と
み
チ

下
山
．m炎
、
久
野
本
の
ぷ
、
傍
沢

修
、
松
ド
防
火
、
円
ト
小
川円
汁
川
、
早

川削
減
治
、
加
諸
帽
山
い
川美
f
、
能
せ
兆

二
、
能
川
札
ヒ
サ
、
仲化－
M
－
郎
、
花

e

・t
山中
トレヘ
、
U
J
o－－2H
U

任
、
・ド
k
d
十件

ム

u
、

eよ

4
’
J

u
v
f・，
1ι
＆

ノ

f
・
．
4
1

水
h

川
和
f
、
ポ
向
す
が
、
新
川
訓、

新
川
ま
さ

f
、
小
山
相
似
%、

出怖沢

繁
次
、
物
以
光
代
、
渋
川
順
次
、

世
川
和
チ
、
尾
山
中
川
、
花
山
峨

了
、
山
本
利
犬
、
山
本
敏
「
、
同
川

本
文
「
、
中
小
島
茂
治
、

ボ
ぬ
品
火
山

子
、
松
本
鋼
注
、
税
川
俊
夫
、
必

木
保
川
崎
、
松
本
相

f
、
荒
川
均
、

佐
野
川
典
子
、
工
れ
木
俊
犬
、
玉
木

智
恵
子
、
江
洲
一打
川
市
（
泊
二
区
）

米
問
正
光
、
両
足

一態、

徳
竹
義

一
、
付
制
光
行
、
松
原
必
造
、
ヰ
寸
悶

重
倍
、
寺
山
照
子
、
佐
波
迷
峰
、

平成6年 12月分ホット求人情報－

ジュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

町
の
光
俊
ク
ラ
ブ
述
人
口
会
で

は
、
ド
ボ
米
を
判
、
7
f供
た
ち
の

力
に
な
っ
て
い
た
だ
く
ジ

ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
を
次
の
と
お
り
山呼

集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

了
供
た
ち
の
キ
ャ

ン
プ
、
ウ
ォ

i
ク
ラ
リ
ー
な
ど

の
余
州
速
抗

対
象

日
必
以
上
の
引
火
（
ほ
れ

験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

申
込
み
・
閉
会
せ

仙料品
川
委
川口

仇
泌
す
ま
／
ド
、
氷
川
泌
山
、
ル
比
一般

昨

mk
w刑
、
佐
川
主
ん
h
f、
た帥
h
蕊
H

・．、

J

’［

1
・
U
H

－

－

n

帥剛
山
佐川け’
vs
、
い六
川
向刊犬、

ド六
川

笑
f
、
同
本
州
治
政
、

同
本
山化
必、

附
木
正
‘
トヴ附
附
彦
、
紙
賢

一
、

米
出
階
級
、
松
本
外
．
米
川
正
川
、

水
鳥
ふ
じ
チ
、
ヴ
山
明
彦
、
中
相
同
胞

徽
峰
、
湾
総
州斗
一、
竹
中
初
枚
、

脇
山
郎
明
、
室
清
志
、
深
徐
政
．
、

山軒山明夫
、
岩
崎
公
子
、
む
崎
朗
、

泉
初
縦
、
ι
川
…
治
忠
明
、
的
一
治
節
f
、

小
川me止
子
、

小
杉
与
一
・
仙
川
、
小
杉

多
治
f
、
魚
津
英
明
、
魚
市
作
礼
f
、

制

H
h犬
、
川
村
H
M
al

、
均
九
八
W
刷、

i
l
’

i
l
｝

i

i
j

dl
 

州
向い叫
久
美
f
、
米
川
災
市印
f
、
足

山
光
’
；
絵
版
ル
竹
川
H
f、
船
木
正

山川
川
本
旬
、円
山
川
時
子
、
米

川
除
問
、
本
卜
利
利、
H

火
斤
利
夫
、

寺
崎
泌
総
、
命
的
行
人

Hγ
、一助
川

舗i祉i豆｜事｜典i⑨
老人クラブ

会
社
会
教
行
係

0
4
）
へ
。

店調

Q JJ1l1 

山方，
r、
附
本
側
校
、
米
間
田町
ιz、

船
木
正
校
、
岡
本
昭
子
、
上
沢
敏

男
、
氷
山
和
枚
、
米
問
機
行
、

t
J

川
政

一
、
寺
旧
化
リナ
、
岡
本
文
次
、

附
本
政
彦
、
米
間
信
妹
、
他
泌
口
升
、

米
川
船
行
、
川
l
卜

．
、
川
上
谷

f
、
竹
山
本
H

作
、
竹
中
rsf
、
氷

川
字
陥
師
、
米
川
笑
「
、
ル小れ
川災
犬
、

米
川
山
広

（

泊
三
区
）
別
地
俊

山
川
、
必
山
一影
、
九
川
市
沖
彩
、
ノ
ー
ス

ラ
ン
ド
、
足
山
製
材
、
令
山
物河川、

術
総
俊
卵
、
出
川
磯
村
「
、

水
川U
．ι

附
州
川
げい瓜
．d
．
、
市
肝
H

升
．
郎

出
川
上
日
明
、
円
十
配

Nmて
、
愛
川
制
的
、

川
仙
波
久
．
、

ト八
村
光
，
初
、
市
市
恥
博

川
、
中
村
り
帳
消
、
L
L
阿川
Mr千、時処ムマ

市桝，
r、
弥
巾
ω
川
賞
、
伊
東
正
去
、

伊
東
千
校
、
東
順
．
、
加
山
火
良
川
、

佐
波
秀
勝
、
締
法
敏
幸
、
坂
ぃ米
義

信
、
小
杉
H
U

字、

加
品
開
敏
線
、
魚

市
作
銀
次
、
小
人
体
制
折
口
明
（
五
箇
庄
）

hn
川
林
ぷ
油
、
市
川
茂
同
級
、
長
谷
忠

則
、
品
開
店
出
必
「
、
ソ
川
村
ft
州
、
小

川
牧
．
娘
、
溢
沢
進
、
勝
同
悔陣地
、

出
茂
川
：
：
ド
問
仲
戊
H
h
，

F

ド
ヘ
レ
陶
郎
み

ど
り
．
勝
川
氏
犬
、
勝
川
悦
，
r

（南
保
）
斤
政
義
、
ト
削
泊
康
叶
川
、

州
阿
川

．
、
勝
川
連
・
犬
、
勝
川
悦仰

f
、
下
川
相山弘
、
州
総
正
川
ト

瀬

戸
敏
光
‘
市
部
と
み

f

以
上
閉山

%
、
山
川
（

8
け
同
日
山
本
）

同一小地域内に属tl＝：する
おおむね60歳以上の人たち

が自主的に組織する、会員

数50人以上の凶体。

自らの力で、その生活を

豊かなちのにするため、社

会奉仕活動や老人教養議庄

の附催、健康地進事業など、

地域社会との交流を総合的

に実施しています。

平成6年度の田Iの老人ク

ラブは38団体で、会員数Lt

3.348人。65歳以上の89.1%

の人が加入しています。

（
告
白
！

l
l

催

し

受理 衆人総樋 年齢 喧茸 金 f生完If
就事睦場所 十宰用 資格 経験

番号 円 体 日 人数 免 t干等

現場代理人
30才色 290,000～ 

5号
税田町池内 土木施工管

50才 360,000 白、第2 4土峨臼 E盟筏士資絡

2 医薬＆の 18才 ー 190,000-
~ 

羽田町，a 普通自動車
ルートセールス 35才 230,000 自干兄、第1・3土曜自 免許

3 左官エ・ I 5亨 ～ 156,000～ 
~ 

朝日町東草野
5 

不問
左官見習 65才 455,000 8 

4 造 図 エ
18才 句 200,000『

5号
羽田町下山新

3 
不問

70才 250,000 目、その他

5 土 木 従幾員
25才 、 228,000・ー

5号
草月日町舟川新

3 
普通自動車

60才 264 '000 目、 ~2· 4土税目 免Z干

6 歯科術生士
21才 ー 127,000』

女
朝日町荒川 衛生士免併

40：才 133,000 自干兄、その他

7 店 員 18才 『 120,000-
女

朝日町；白 普通自動車
55才 125.000 8 免除

8 i鍾草I）結束 ヱ
18才 、 141 .600-

女
朝日町東草野

5 不問
55才 144,000 日祝他（4週6休）

9 炊事 自帯 40才ー 時間給
女

朝日町小吏
2 

不問
｛ノぐート） 60才 1,000 目、その他

10 畠動揖揖性五U暫品暗董 I 8才 、 時間給
女

籾日圃Ji益下
5 不問

（ノぐート） 45才 650 日干兄、毎週土地目

国

家
庭
看
護
教
室

日
時

ロ
ハ

8
H
刷
午
後
2
時

か
ら
3
時
ま
で

会
場

明
日
阿
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

「
f
供
の
急
病
と
出
急

手
当
」

i
発
熱
、
腹
痛
、
ひ
き

つ
け
の
時
ど
う
す
る
？
ー

士r求人情感一覧表』むニ叩Jiil下eぃ ｛瓶工観光飢ヵつンターに展示｝
合 〈わしいこと U、魚津公共職揖安定所朝日舟;t;宮 82-0198へ針問い音hせ くだ§い

国
国国固

事量
国
民
年
金
事
業
優

良
団
体
等
表
彰

平
成

6
年
度
凶
民
年
令
市
計
業

緩
良
川
体
常
一
J

の
いい
ぷ
彰
式
が
ζ

の

ほ
ど
あ
り
、
納
付
組
織
と
し
て

の
顕
且
れ
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た

次
め
州
体
が
述
A
H
会
長
ぷ
彰
を

交
付
は
さ
れ
ま
し
た
。

。
荒
川

2
1
H
川
内
会
（
代
表

小
杉
凶
純
氏
）

。
本
川
町
内
会
（
代
い
い氏

下
ル
帖
氏
）

Ii I 

~I~ 

年
金
は
あ
な
た
が

主
人
公
で
す

年
金
制
度
は
、
現
役
作
代
の

人
た
ち
が
引
退
し
た
高
齢
附
一
代

の
人
た
ち
を
支
え
る
と
い
う
「川

代
と
附
代
の
支
え
A
H
い」

で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
加
入
し
て
納
め
て

い
る
年
全
の
保
険
料
は
、
お
化
・

得
り
の
生
活
を
山
M

か
f
a
む
の
に

す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
自
分

内
h

吋
の
午
前
を
も
保
附
す
る
む

の
で
す
。
身
近
で
大
切
な
年
令

制
度
。
そ
の
主
人
公
は
あ
な
た

自
身
で
す
。

-



司副昌司く ら し の 情報 室

Living Iγzforma,tioγl 

織
師

あ
さ
ひ
総
A
H
耐
院
小
川
ん

科
医
H
K

浜
泌
総
・・先
制

閉
会
せ

県
川
保
健
川
｛
岱
臼

H
1
2
2
4｝

 

交
帆
仰
はい
附川村
什
で
す
。
中

tuば

市
山
山
市
’
u
ぷ
け
ま
す
の
で
、
そ

ろ
っ
て
ご
米
場
く
だ
さ
い
。

’

医
療
事
務
及
び

，

パ
ソ
コ
ン
技
術
講
習

期
日

千
以

7
年

2
川
7
N
ω

か
ら

3
川
日
け
附
ま
で
（
幻
川

コ
ー
ス
）
午
出
9
時
か
・
り
午
後

3
時
ま
で

会
場

日
山
地
峡
職
業

A
M桝
セ

ン
タ
ー
（
山
山
市
向
新
町
）

内
容

医
械
が
務
の
加
ぷ
及
び

ハ
ソ
コ
ン
の
技
術
の
刊
行

定
員

初
人

受
携
料

無
料
（
た
だ
し
教
材

伐
は
れ
じ
れ
判
）

対
象
者

山
内
枇
職
を
ふ
叫
h

す
る

・・K
Mカ

申
込
み

ヂ
成
7
年
l
川
5
川

山
明
か
ら
1
川
初
日
制
ま
で
に
山
川

山
県
い
蜘
人
就
業
銀
助
セ
ン
タ
ー

（

8
0
7
6
4
n
1
5
0
6
 

0
）
へ
。
中
込
み
お
の
小
か
・り

選
与
と
な
リ
ま
す
。

圃道路除雪にご協力を
町では、中。滋でJU快泌で

小K令いな交泌を慨はするため、

泊路除勺体制を燃え万九れを

州しますが、除．中e幼川市合－H川

めるうえでも品川さんのご協

力をお刷いします。

め除雪時間

制勺状川により泌一札行い

ますが、油川川一池山下にへいわせ、

H卜判除勺を京以に行います。

め事故防止のために標識を

除寸前γによる被容を受け

やすい沿必の物件（柏木、

塀踊浮）には、赤布を付け

たサオなどの刷仙波を設けて

ください。

⑨路よ駐車はやめて

山市め路上桃山小は、除干a作

町の工事発注状況（500川 ｜）

このコーナーは陣I机 礼的ったものを拘桜していますー Fヌ
<H6.10.1-10.31> 

γ1 施 1: 'f~，主記 ,i』T
曹＇a ~ n N・’＇1，必刈！:it. -:'(;: 

!Ulll l；地改良機筋 ・I~ ）長 7 ｛ド l’l 
イi限 公社 ci ~·本

IEIJj .HJ!.I）（：川水路改修 I：ポ
イE1J}

I Jl 
6.901.000 

Iム Jll 利l 1j1:1:v.ぷ

Xf.＜ゾーン唱削減‘J（~ 6 {1二
l(tl<l!，・l1. :I':.蜘

{!?: 1!1i1 
l布保ll! 33.166.000 

. ti• 梓+Jl,.:t I 

公l~I I.* lrllA出場） I：事 12 Jl 主柑 I.・llJ1.1・・1怖tll~和主体

文教ゾーン管制高・l~~
必I~経

6 if'. 
42.230.000 

仏~ ~事 ill F骨 企 11h'1
公1刈I:-t; ((I Ill広場｝舗装 ι·r~ 12JI 除式会社 情報iぷ

~~ゾーン守完備が1民
mlU! 

7 fF 
33.578.000 事I! II ’f 官t tlliJ 

公｜剣 l：本（lf'l.tt) i: .,, 3 Jl 送｜剣~組合 情報ぷ

無・ ·~·.i;術づくリ品JU~ 6 rド
i.467.500 

徐式会社
田fJ/Ui：川2・3・4・4・線iri'1;・J：’fi .Jr.川 11 JI ik兄1；：業所 it~笠」E

m·t~附酬幼時 ｜ 7 ｛ド
9.476.000 

除式会社 I街［
IJ山l湖池イン7ーロヅキング舗装正事 l:/11.i 3 JI 竹内総 観光凶悪

、
。

め
お
騒
が
せ
し
ま
す

L
八
州
れ
機
械
を
佐
川
す
る
た
め
、

的
治
の
併
さ
ん
に
は
小
判
か
ら

拍
山
や
版
刷
で
ご
山
崎
山な
を
お
か

i
a
，t
－
v
 

け
し
ま
す
が
、
ご
本
紋
く
だ
さ

、
。

め
生
活
道
は
み
ん
な
で

集
制治
内
辺
助
的
の
除
勺
は
、
地

域
ぐ
る
み
の
共
同
除
勺
を
お
刷

い
し
ま
す
（
小
引
除
可
機
械
を

貸
し
出
し
ま
す
）
。
ま
た
、ル小
路

や
流
勺
鴻
へ
役
A

ー
す
る
場
A
H
は、

い
内

ず
い

ド
流
で
の
浴
ボ
に
ご
爪
必
く
だ

べ、ぃ
。

医m＝位if向島冨剣山田町II’E

＊ 来年4月1日から

褒わθます
ごみの
出し方

業
を
妨
げ
る
ば
か
リ
か
、
除
・
中
，

山下
が
衝
突
す
る
わ
り
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
此
附
な
ど
で
や
む
を
ね

な
い
助
介
は
、
み
成
品
川
で
山
下
船

をれれ・
U

小
し
、
．
辿
転
恥
引
に
必
給
で

き
る
よ
う
に
メ
モ
な
ど
を
附
い

て
く
だ
さ
い
。

な
打
、
路
上
引
引
で
同
ー
た

と
き
は
人
符
将
棋
将
（
宮
η
1

0
1
1
0
）
へ
連
絡
を
。

め
家
の
前
の
雪
は

除
雪
市
中
に
よ
っ
て
ぶ
開
先
や

州
制
等
へ
人
っ
た
可
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
で
処
照
一
願
い
ま
す
。

め
事
故
防
止
に
協
力
を

除
勺
作
業
は
大
型
機
械
で
行

う
た
め
危
険
で
す
。
作
業
範
向

に
は
伝
ち
人
ら
な
い
で
く
だ
さ

空
き
缶
と
空
き
瓶
を
回
収

新
川
広
域
岡
市
け
務
組
合
で
は

米
年
4
月
I
H
か
ら
「
ご
み
袋

の
指
定
」
と
併
せ
、
ζ

れ
ま
で

不
燃
ご
み
と
し
て
山
さ
れ
て
い

た
ス
チ
ー
ル
缶
と
空
き
瓶
を
資

源
ご
み
と
し
て
川
に
1
度
、
川

以
す
る

f
乏
で
す
。

ス
チ
ー
ル
缶
と
を
き
瓶
は
、

飲
食
物
が
人

っ
て
い
る
術
協
に

限
ら
れ
、
版
は
4
色
（
無
色
透

明
、
ぷ
．
川
派
、

H
H
U
制
）
に
分
け

て
山
し
て
い
た
だ
き
ま
す
．

月
に
l
広
の
川
似
け
に
は
、

加
呼
川
の
網
目
耐
と
版
押
川
の
紡

（
コ
ン
テ
ナ
ー
｝
が
町
内
で
指

定
さ
れ
た
州
場
所
に
ぷ
遣
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
川
以
谷
川
俗
に

分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
キ
ャ
ッ
プ
績
は
取
り
、
小

を
洗
浄
し
て
い
た
だ
く
、』
と
が

必
嬰
と
な
り
ま
す
。

＊

12/4～12110 

人権週間

お互いの立場を尊重し

て、明るい人間関係を

作ろう。

ロ
月

4
H
か
ら
川
日
ま
で
は

「
人
情
油
川
」

で
す
。

b
u
の
引
川
の
山叩
で
同
っ
た

．
』
と
や
悩
み
が
な
ど
が
あ
る
場

①専門の相談員が車見身になって栂

談【こ応じます。

①弁：1土相談日： （無料）

毎月第2・第4木曜日 13:00叶 s:oo

・社団法人日本編害保険協会

合（0764 )32 = 2294 

交通事故の無料相談
相談日：月 ～金 9:30-16:40

生活必需昂価格
11月分<11J'JI 10 II !Jl住凋如 U島p~

，” ．， 7‘ 
・r- tきj ｛画 f告
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除雪についてのご意見・ご要望は、

｜町内会畏さんを通じて｜下記へ。

・国 道 建設省黒部維持出張所

H52-l714 

富山県入善土木

念 72-1133

朝日町役場内道路除雪本SB
HB3-l l00 

時間外はH82-1977
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キ
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卜
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い
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物
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小
川
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ふ
み
え
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税
）

わ
が
叫
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泌
く
北
万
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：

小
陣
地
以
以
の
殺
人

川
J
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飯
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泌
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広
沢
に
忍
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む
も
の

－
－
つ
の
山
川

耶
律
鐙
材
（
L
L
ド
）

泌
辺
淳

．

中
村
彰
彦

．県

・町

水
昭
h
N
の
惨
劇

必
ぶ
狩
り

ふ
た
リ
め
札
少

f／.~人. ,'f ~忠
村 ii~ H 
得点述舜
占It日 也 匡

A
n
、
広
山
地
方
法
務
局
魚
津
支

川
（
宮
幻
1
0
4
6
1
）
ま
た

は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員

に
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

相
談
は
無
料
で
、
総
密
は
斗
寸

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
刺
口
町
の
人
権
擁
護

委
員
は
次
の
十
刀
々
で
す
。

草
野
三
郎

｛帽
um

下
坂
峰
雄
昭

｛宮
舵

斎
灘
俊
雄

｛骨
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た
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検
察
按
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虹
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岬

恋
向
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紋
人
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前
倒
利
家
＠

太
町
忠
則

行
本
克
之

中
嶋
博
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辻
井
尋
問

山
本
間
五
郎

綾
辻
行
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ホ

本

陥

中
の
紹
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『夢
に
州
、
ず
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k
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曽

野
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必
木
村
別
作
成
の
サ
イ
レ

ン
を
次
の
と
わ
ね
リ
欧
州
制
し
ま

す
。
火
災
と
間
進
え
な
い
よ

う
ご
出
立
く
だ
さ
い
。

日
時

ロ
付
加
日
刷
か
ら
は

川
引
U
山
ま
で
の
4
U
問
、

そ
れ
ぞ
れ
午
前
7
時
と
午
後

9
時
の

1
0
2由
。

吹
鳴
方
法

日
抄
吹
川
引
の
あ

と
6
秒
休
み
の
断
続
3
例

結司
． 件4

有 3ヒ.i孟
段 分 ン 先 明
者 で ~ ~主 a

• I : ~十
組 セ ・段
、キ 7
2 J；手掛
分 ら 主 主主
以いで 宮
内 正
で 樹

人
川
に
と

っ
て
ヤ

M
と
は
何

か
。
女
性
た
ち
と
の
か
か
わ
り

の
小
で
ぶ
つ
か
る
様
々
な
到
来
。

傷
つ
き
る
が
ら
ら
ぬ
の
’U
山
を

手
に
い
れ
た
天
馬
朔
に
何
が
起

き
た
の
か
。
た
て
ま
え
に
縦
わ

れ
た
人
間
め
索
願
を
え
ぐ
る
、

牧
野
文
学
の
傑
作
。

制亨司． 
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愛
の
献
血

⑧lむしゅ（デ：：⑨今⑧

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
c

協
力
名
ゃ
れ

（山
川
実
施
分
、

公
印
は
棚

J

鵬
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は
捌
叫
献
血
お
）

境
地
区
※
氷
上

一
弘
、
※
水
島

－h
，ト
美
、
※
本
島
級
事吋
、
※中小

向
油
相
輔

宮
崎
地
区
会
中
谷
川附、

※
水
ね
尚
己
、
木
均
一
民
主
笹

川
地
区

涼
松
正
春

泊
地
区

－w杉
川
一紙、

－W
仇
…
微
笑
紙
、
A
H

谷
H
I帆行、

会
尼
崎
版
、

食
米

山
健

．
、
A
H
F
燃
は
附
岳
、

※
川
小

良
子
、
※
坑
出
ヤ
ス
「
、
※
ヤ
h

取
氏
、
※
城
沢
氏
ぶ
、

※
久料川

水
利
作
、
※
魚
住
ド
バ
山
英
、
※

州
附
・
以
則
、
※
L

入
村
臥
氏
、
※
米

川
上川
彦
、
※
怖
滞
靴
．
、
※
米

川
出
、
※
休
泌
的
、
※
池
川
正

火
、
※
舟
小
肝
弘
、
※
千
取
引け
いれ点
、

※
上
肥
弘
夫
、
※
水
上
応
、
※

市川野
和
之
、
※
山
崎
川

i
、
※

出．
b
敏
之
、
※
池
似
情
人
、
※

折（介いづみ、森川川めぐみ、

附…作川兵制H代、浦川ルボ引火、魚

住加川｛、川悦W川、ぃ米代係、

山崎山犬五箇圧地区公安久

義彦、※付（令火f、※作川

仇川口川、※友達万紀f、※滋

12月の各種相談
CS>時間 ロ 会場

5日 裁判所出張調停相談

（月） 。9・：oo～16:00 ロ 恒子II：センタ ー

6日 心配ごと相談

（火） 。13:00～16:00 ロ 福州：センタ ー

13日 心配ごと相談 ・母子父子相談

（火） 。13:00～16:00 ロ 側、仕センタ ー

14日 社会保険出張相談

（水） 。10:00-15:00 ロ 役場合議宅

19日 裁判所出張調停相談

（月） ⑤9:00～16:00 ロ 制批センター

20日
心配ごと相談・行政相談

人権相談 ・税務相談
（火） 。13:00～16:00 ロ 制祉セ ンター

26日 社会保険出張相談

（月） 。io:oo～15:0（） ロ 役場会議本

心配ごと相談

27日 0 13:00～16:00 ロ 縞社セ ンター

（火） 交通事故相談所巡回相談

。io : oo～ 1 5 : 00 白黒部Ttlr,•Mil：センター

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

と
っ
て
骨
折
は
、
治
療
が
長
引

く
と
寝
た
き
り
の
原
因
に
な
リ
、

ひ
い
て
は
ボ
ケ
を
誘
発
す
る
危

険
性
を
伴
い
ま
す
。

男
性
に
比
べ
、
久
性
に
陀
倒

的
に
多
く
見
ら
れ
、
特
に
閉
経

後
の
女
性
や
若
い
女
性
で
無
療

な
ダ
イ
エ

ッ
ト
を
し
た
人
に
も

兄
ら
れ
ま
す
。

品
近
①
此
向
が
縮
ん
だ
よ
う
な

気
が
す
る
。
②
背
中
が
九
く
な

っ
た
り
、
腰
が
曲
が

っ
て
き
た

よ
う
な
気
が
す
る
。
③
ち
ょ

っ

と
し
た
こ
と
で
什
折
し
た
。
な

ど
の
桜
状
が
あ
っ
た
ら
、
川
十
め

、J

角T

E丸iz豊；
婦子こ

hμ b
t
v
 

屯
E
Pav 

仇
νd

v
 

骨
粗
窓
症
の
予
防

大
刷
慨
に
昨
が
入

っ
た
よ
う
に

骨
が
ス
カ
ス
カ
に
な
る
の
が
骨

粗
緩
症
で
す
。
ζ

の
病
気
が
恐

ろ
し
い
の
は
、
骨
折
し
や
す
く

な
る
こ
と
で
す
。
お
年
奇
り
に

『の之さり形の
荒川通りJ

のこぎり形の屋並は

藩の政策によるものと

言われ、特徴のある屋

並みである。

（明治末期の荒川1丁
目通り）

明
治
美
、
※
松
倉
秀
犬
、
※

η

江
出
武
夫
、
泊
村
勉
、

近
江
山

朗

南
保
地
区
内H
川
ト
山
使
間川、

※
柳
沢
ぷ
治
代
、
※
ん
j

川
速

紙
、
市
部
恒

．
、
経
間
帯
栄

山
崎
地
区
会
じ
搾
久
徳
、

A
H

秋

山
泌
消
、

公
約
九
巾
H
a／」、
※
小

杉
必
的
、
※
ト
八
泌
物

f
、
※
前

向
催
、
※
九
中
正
官
、
ト
ハ
山
吹

治
、
－

m肌川
上九

w
f
大
家
庄
地

区
※
れ
山
総
入
、
※
ト
れ
汁
M
H
制、

※
ト
八
代
栄

f
、
※
山
川
針
さ
よ
り
、

※
小
川
川
辺
、
※
山
川
郎
、
※

坂
口
川
紀
、
※
総
川
ぷ
子
、
以

日
作
治
、
川
V

総
政
問
、
川
小
山柑

，十
（
以
上
門
名
）

。
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
経
（
府
保
）

の
勝
保
存
正
さ

ん
か
ら
交
活
安
全
の
た
め
に
叩

万
円

マ
朝
け
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か

ら
桜
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

3

万
問年

末
の

受
通
安
全
県
民
運
動

ロ
月
U
円
か
ら
は
月
初
日
ま
で

「ゆ
っ
く
り
走
ろ
う

雪
の
ふ
る
里
北
陸
話」

に
医
療
機
関
で
見
て
も
ら
い
ま

し
ょ
、
っ
。

骨
を
い
つ
ま
で
も
丈
夫
に
強

く
長
持
ち
さ
せ
る
に
は
、

①
カ

ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン

D
を
含

む
食
品
を
十
分
に
取
る
習
慣
を

身
に
つ
け
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
時

収
が
一忠
く
な
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
の
取
り
す
ぎ
に
注
怠
し
ま

し
ょ
う
。
②
足
気
な
時
か
ら
淀

殿
を
鍛
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
適
度
に
日
光
を
浴
び
ま
し
ょ

λ
ノ
。※

カ
ル
シ
ウ
ム
の
嶋
以
に
は

午
礼
が
－
番
通
し
て
い
ま
す
。

⑨健康体操教室及び健康相談（L、ずれも希望者｝は、12月の2白、9目、 16日
（金曜日）午前9時30会力、ら保健センターで、老人福祉センターでの鍵康相
談は12月6目、 13日、 20日（火曜日）午後 1時30：分から。12月21日は基幹集
落センターでも行っています。

Eヌ 分 121抑制 12/3似翁 12/31U:J 1/1(同～ 1/4(/j() 1/5附 1/6樹l’3(*J 
i燃えるむ の 。。i本み ｛本み 。。。
~i( 
!t 燃えないもの 。。i本み ｛本み 。。。
f人~I 燃えるもの 。。。

｛本 み 。。。
C >l!i~li汗l~骨セ ン ター｝ 午前中内み

怜燃 えなL、むの 。。i本み 休み 。。。
A主｛下、i尺i肯4帯セン ター｝ 下前φ丹み

し尿収~ 。。i本み Hにみ ｛本み ft:み 。
注）1.0印は作業日です。

2ごみ収集作業のJI){築地区｛ま平常どおりです。
3.多誌にごみが出た場合は、 l配被処理場へ。

｜燃えるものは、31日午前中まで。燃えないものは30日午前中まで。｜

※倒イー乎l版持参

考証 業 名 月 日
~ ま揚

｛対象者等） 受 付時間

機能訓 練 l2JJ l311(:k) 
保健センタ ー

(/Jj持卒中後退位打） 。n:oo～13:30

心の健康相談
12月 511・19日

[ （約……｜けむします。 （合52-1224)
t、ずれも（月） 然脅IS保健所

痴呆性老人の相談ふ走けます。
。13:00-14:00

子育て教室
12月21LI （羽

（午後l～2カYIのみちゃんl①13:30～13:40 
保健センター

とおかあさん ※ 

3か月完健診・脱 臼 検 診 12月2011 (:k) あさひ総令病院

(6年9月生まれ※） 。13:00-13:30 主主Jf；：外科

4・5か月兜健診 lZJ=l 1311（刈
保健 センター(6{1'-7月生まれ※） ①9: 30-10: 00 

1歳児健診 12J J 6 11(;)() 
保健センター

(5{1ド10、 11 月ノf.:~il ※） ①13:00～13:30 

3歳児健診 121I1511 ！村
保健センター

(3if-8、9月坐 まれ ※） 。13：・00～14:00

育児相 談 12月2111（水）
｛呆彼センター

（中II談希望名ー ※） ①9:30～1 1:30 

年末年始の清掃作業

骨－ r写真で見る朝日町のう

つりかわりsより

宮 ま ず 2、H:~~ 
83す 24 !J:~ ，，会 2

あII 。11s，は （
H\J 佼 .:s~ 第 総さL、HHi j・ 4 

6 つ ・｝ ｜： ゐひ
（） てー f本 で lltil 病院Eヨむ llす II

2 を 。Li
H 1::1 す十
しわ >f毛

休日救急診療当番医 務探～午後間

12月 4日（目） 中川医院 岱 82一日120
12月 11日日） 坂東病院 tt83-2299 
12月 18日（日 松 倉 医院 tt82-0051 
12月 23日住居 丸川病院 fi'83-3391 
12月 25日（日） 伊東医院 宮 83-0504
12月四日側 伊東医院 宮 83-0504
12月 30日告白 坂東病院 tt83-2299 
12月 31日比） 高 桜医院 宮 82-0010

ガソリンスタンド休日当醤店

12月4日目 大谷石油 包82-0703
12月11日日） 小川石油 雪印ー3033
12月18日臼） 浜岡商 店 宮82-0578
12月23日告白 中 央 農 協 合83-1135
12月25日臼） 全 店 声局同 業

詰
碁
と
詰
将
棋
の
解
答

<t吉春正解＞ !.'.¥ I !;i迫力がなさそ ヲで
実にうまい子です。卜12むどのナIJl 
脅l ＜ 、 iこ ｛品、 ~！.17 まて・で七キ• :!.¥ Iで2
IH I！でコウに．

〈詰将棋正解＞ I . '.i≫. 2 州 I~ ‘ I =.

1•1 1札 l函l本c . z＂＇銀成、1,;JL2一両完

成、 l二王、2て．立まて.9 ＇干~.

〈解E見＞2一の11lがい＇－＇1すit!ま、3下
でおみます。 ジャ？静jを，ii'iす!II＜、を含
みに初手！iI ・：量｛ ~ trつ． ニれを問.:Ii

ヰり 2 飛成、 2 :. i；、3 的成まで．
(llil量！ii.ti！！ページ｝

包圃
合 54-0731所在地／黒部市消防署向側診療時間／午後7時～午後11時診療日／日曜日・祝日ー 新川地区休日夜間急患医療センター.. ’ 



e・

ふ
る
さ
と
美
術
館
で
十
．
川

l
九

日
、
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

令
以
と
そ
の
仲
川
た
ち
」
と
起
し
た

本
内
コ
ン
サ
ー
ト
が
間
併
さ
札
ま
し

た
。ふ

る
さ
と
夫
術
舶
が
コ
ン
サ
ー
ト

会
場
に
な

っ
た
の
は
、
昨
年
の
ヒ
ア

ノ
コ
ン
サ
ー
ト
以
米
2
川
川
。
u
h
州

に
川
ま
札
た
会
場
に
は
、
今
川
も
熱

心
な
宜円
来
フ
ァ
ン
約
．h
e
．
十
人
が
つ

め
か
け
ま
し
た
。

先
人
と
水
に
感
謝

クラシックは名画の中で

ー
下
山
用
水
に
記
念
海
建
立
｜

叩一…部
川
の
水
を
取
り
入
札
、
制
H
－

人
長
岡
町
の
七

U
八
l
一一
か
の
問
削

を
潤
す
ド
山
川
水
の
改
修
日
記
念
仰
が

で
き
、
取
ル
小
川
の
あ
る
入
院
ハ
町
小
川

地
内
で
卜

．
川

l
川
、
除
山
川
ょ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

．
，段
の
．わ
舶
み
を
門
店
川
に
し
た
伴

は一
u
M
さ
．
い
川
、
繊
－
じ
め
内
航
…
．
h
。

魚
川
川
長
に
よ
る
「
後
必
小
山
川
」
の
ん
米

下
が
派
く
刻
ま
れ
、
先
人
の
労
山
と

水
へ
の
感
謝
の
ぶ
を
長
く
後
附
に
伝

え
る
ニ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一一ふる手と美術館でザロンコンサー卜

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
フ
ル
ー
ト
の

トL
．
小
川
さ
ん
や
チ
ェ
ロ
の
ル
ド
ウ
ィ

身近な話題を待っています（ft83-1100内線204）ヘ。

卜
・
カ
ン
タ
さ
ん
ら
が
、

マ
4

フ
ン

・

「
ラ

フ

ォ
リ
ア
」
を
は
じ

マ
レ
ー
の

め
、
フ
ル
ー
ト
、
チ

ェ
ロ
の
u
h
州
を

次
々
と
出
ι旬
。
約

e

・時
川
に
わ
た

っ

て
聴
衆
を
魅

f
し
ま
し
た
。
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ー
ま
な
び
ピ
ア
と
や
ま
仰
に
出
展

i

ト
月
六
日
か
ら
卜
け
ま
で
広
山
市

体
行
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「泌
上
ハ
川
八
上
川
生
似
干
門
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
の
性
洗……
十
円
比
本
山
に
、

町
の
紹
介
と
あ
わ
せ
て
パ
タ
パ
タ
公

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
札
ま
し
た
。

H

似
近
の
ボ
ボ
脈
ブ

l
ム
も
子
伝

っ
て

か
、
よ
朴
な
味
わ
い
の
パ
タ
パ
タ
パ
よ

と
す
作
り
の
お
ぷ
受
け
が
大
人
抗
。

地
元
、
蛭
谷
地
U
位
保
作
会
の
皆
さ
ん

の
心
出
ま
る
む
て
な
し
も
あ
り
、
…
店

け
多
く
の
人
川
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
年
も
あ
さ
ひ
総
令
病
院
で
十
川

；
一l
u、
「
ふ
れ
あ
い
広
場
・
感
謝

代
ご
と
川
出
し
た
ミ
ニ
出
ぷ
会
が
聞
か

札
ま
し
た
。

一一一あぎ ひ総合病院で

「ふれあい広場・感謝祭」一一

笑いが特効薬

ニ
の
日
は
医
師
や
肴
議
い
師
、
病
院

職
員
の
皆
さ
ん
が
、
会
場
と
な

っ
た

リ
ハ
ビ
リ
悦
に
集
ま

っ
た
必
打
さ
ん

ら
約
引
人
を
山
に
、
以
や
叫
州
リ
な
ど

を
披
露
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
J
劇
「
銭
形
平
次
」
は

大
受
け
。
こ
の
円
の
笑
い
が
判
よ
り

の
村
効
薬
と
な

っ
た
よ
う
で
す
。
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本
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ス
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ま
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。

明
日
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朝
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長
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「
明
日
の
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を
与
え
よ
う
」
を

テ
！
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卜

．
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卜
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一日
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役
場
開

附
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ホ

l
ル
で
「町
長
と
ぷ
す
集
い
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が
附
か
れ
ま
し
た
。
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町
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が
作
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を
川
る

例
年
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は
興
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り
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全
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ま

っ
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に
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せ
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れ
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中
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ご
ぷ
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判
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築
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め
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作
し
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さ
れ
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い
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ま
す
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。
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40周年にぎわいの秋
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ド ふるさと美術館
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朝日町郷土芸能文化祭
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繕
時
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巡
戸
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い
の
あ
る
市
っ
か
い
で
．
以
郷
の
胤
対
を

幼
い
と
き
よ
り
山川
校
時
代
ま
で
を
過
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し
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ふ
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さ
と
の
夫
し
い
倒
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を
泳
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だ
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あ
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て
刊
選
と
な
る
。

円必
初
川
削
広
川
町
山
品
作
品
で
あ
る
。

近
代
品
よ

ノヘ

，，，，・

川
。長
こ
い
H

パ
て

へ
川
賞
品
川
叶
川
こ
L

I
－

－

J

1

・

’
J
J
i
l
l

州制，
l

代
近
伏
叩川
文
引
．u
の
す

ぐ
れ
た
併
進
行
で
あ
る
。

広
形
、
ト
L
m抗
的
な
作
肌

、不一
行白
川
帆
の
作
品
は
、

が
多
い
小

心
象
的
な
色
あ
い
が
強
く
、

.f'.i' 
毒ぇ

ぶ
し
た
作
胤
は
、

の
内
山
的
な
仙
肢
を
川
く
。

川
で
あ
る
父
の
流
れ
を
乏
け

、J
｝

O

J

〆、

人
川
的
資
れ
に
似

常
設
展
「
あ
全
ひ
の
美
術
」

寸

平
成
フ
年
2
月
四
日
閉
ま
で
開
催

一
般

2
0
0円
小

中

高
生
1
0
0円

町に古くから伝わる動報ゃ

議怠どを一堂に集めた f輯日町

郷土芸能文化祭j が10月30日、

文化体育センターfサソリーナ1

て関かれました。

町制施行40周年を記念し、今

回初めて企画されたこの芸能文

化祭！とは、各地区てその保存 ・

継承に努めてりる12の団体が出

演。会場に詰めかけた1500人近

付町民の皆さんを前に、自分た

ちの地域に伝わる自慢の芸能を

次々と披露、町の40周年を祝う

とともに、にぎやか怠秋を演出

しました。

V
昭
和
六
十

一
年
の
「
広
相
あ
さ
ひ
」

九
月
け
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
川
長

の
ひ
と
り
ご
と
」
が
、
今
月
リ
ワ
で一必

n．h
判
を
迎
え
・
手
品
し
た
。
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・aし

ド
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「
仏
側
あ
さ
ひ
」

の
判
中
ー
に
な

っ
て

J:), 

*: 
人

f
以
でい
ハ
川
刊
の
正
け
を
迎

え
る
こ
と
に

i
。
『
そ
ろ
そ
ろ
次
の

州日中
1
殺
に
バ
ト
ン
タ
ソ
チ
を
し
と
い

う
思
い
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
「
山
相

続
」
と
い
う
」
門
必
の
市
一ん
を
お
々
・一夫

位
し
て
い
ま
す
V
さ
て
、

い
よ
い
よ

l
，
．川
。
M
u
－－成
六
作
J
U
践
す
と
－」
ろ

．
か
け
。
何
と
か
今
年
J
U
十

．川口
ワ

ま
で
発
行
で
き
た
、｝
と
を
符
さ
ん
に

感
謝
し
な
が
ら
、

新
年
日げ
の
ホ
陥
に

取
り
か
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
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